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中
国
の
２
０
１
６
年
の
自
動
車
市
場
は
前
年
比
１
３
・
７
％

増
の
２
８
０
３
万
台
（
商
用
車
含
む
）
と
大
き
く
伸
び
た
。
今

後
の
市
況
と
日
系
の
競
争
力
を
ど
う
見
る
の
か
。昨
年
ま
で
ジ
ェ

ト
ロ
で
中
国
市
場
の
調
査
を
担
当
し
た
、
大
東
文
化
大
学
外
国

語
学
部
の
森
路
未
央
専
任
講
師
に
聞
い
た
。

　

―
中
国
の
自
動
車
市
場
の
概
況
と

今
後
の
見
通
し
は
？

　
「
昨
年
は
一
昨
年
に
続
き
排
気
量
１

６
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
自
動
車
取
得

税
の
減
税
（
１
０
％
を
５
％
に
減
税
）

政
策
が
功
を
奏
し
て
大
き
く
伸
び
ま

し
た
。
今
年
は
同
減
税
率
を
７
・
５
％

に
縮
小
し
つ
つ
減
税
策
は
延
長
し
て
お

り
、緩
や
か
な
伸
び
と
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
先
の
見
通
し
で
は
、
少
な
く
と

も
３
０
０
０
万
台
市
場
に
ま
で
は
到
達

す
る
と
の
見
込
み
が
大
勢
で
す
」

　
「
車
種
別
で
伸
び
が
著
し
い
の
は
１

６
０
０
ｃ
ｃ
以
下
の
小
型
Ｓ
Ｕ
Ｖ
で
、

16
年
は
前
年
比
４

５
％
増
の
９
０
４
・

７
万
台
。
売
れ
筋
上

位
は
民
族
系
車
種
で

１
０
万
元
（
約
１
６

０
万
円
、
１
元
＝
１

６
円
で
換
算
）
を
下

回
る
価
格
の
格
安
車

が
人
気
を
博
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
車
種

別
最
大
市
場
の
セ
ダ

ン
は
外
資
が
強
く
、
中
で
も
Ｖ
Ｗ
系
の

４
車
種
が
６
位
ま
で
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

ま
し
た
」

　

―
日
系
の
売
行
き
は
？

　
「
日
系
は
大
手
３
社
と
も
そ
れ
ぞ
れ

伸
び
、
特
に
ホ
ン
ダ
（
東
風
本
田
、
広

汽
本
田
）
は
新
車
投
入
効
果
が
大
き
く

前
年
比
２
４
％
増
の
１
３
５
・
５
万
台

と
日
系
ト
ッ
プ
に
躍
進
し
ま
し
た
。
11

～
12
年
の
反
日
デ
モ
を
き
っ
か
け
に
日

系
の
シ
ェ
ア
は
ド
イ
ツ
系
に
抜
か
れ
ま

し
た
が
、
16
年
の
日
系
の
販
売
台
数
は

３
７
９・
２
万
台
で
前
年
比
１
２・７
％

増
と
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
」

　

―
一
部
報
道
で
は
こ
の
４
月
後
半
、

中
国
政
府
が
外
資
系
の
生
産
合
弁
会
社

の
出
資
比
率
を
現
在
の
５
０
％
ず
つ
か

ら
引
き
上
げ
る
意
向
に
あ
る
と
表
明
し

た
と
か
。

　
「
こ
の
規
制
緩
和
は
数
年
前
か
ら
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。
緩
和
さ
れ
た
場
合
、

日
系
を
含
む
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
一
部

は
む
し
ろ
、資
金
力
が
潤
沢
な
中
方
メ
ー

カ
ー
の
出
資
比
率
が
高
ま
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
買
収
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
生
じ
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
り

ま
す
。
自
動
車
産
業
は
国
家
間
の
関
係

性
も
あ
り
、
な
か
な
か
買
収
に
は
至
ら

な
い
と
み
る
向
き
も
強
い
で
す
が
、
中

国
の
共
産
党
や
政
府
の
判
断
で
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
技
術
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
も
著
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
一
汽
ト
ヨ

タ
の
場
合
、
ト
ヨ
タ
の
技
術
を
生
か
し

た
一
汽
ブ
ラ
ン
ド
車
な
ど
、
11
年
ご
ろ

か
ら
外
資
合
弁
の
中
方
メ
ー
カ
ー
側
が

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
車
の
販
売
を
始
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
民
族
系
メ
ー
カ
ー
は
日

系
や
欧
米
系
の
ラ
イ
バ
ル
が
少
な
い
東

欧
な
ど
で
自
主
ブ
ラ
ン
ド
車
を
現
地
で

生
産
、
販
売
し
始
め
、
ボ
ル
ボ
や
ロ
ー

バ
ー
な
ど
欧
州
の
老
舗
メ
ー
カ
ー
の
買

収
も
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
民
族

系
メ
ー
カ
ー
が
世
界
市
場
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ク
に
躍
り

出
る
可
能

性
も
あ
る
で

し
ょ
う
」

　

―
民
族
系

が
強
く
な
れ

ば
部
品
調
達

も
日
系
以
外

に
シ
フ
ト
す

る
で
し
ょ
う

か
。

　
「
そ
の
動

き
は
す
で
に

出
始
め
て
い

ま
す
。
日
系
は
品
質
面
で
の
強
み
が
あ

る
と
は
い
え
、
厳
し
い
コ
ス
ト
競
争
に

さ
ら
さ
れ
て
収
益
の
伸
び
が
停
滞
す
る

企
業
も
あ
り
、
と
り
わ
け
中
小
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
は
厳
し
い
状
況
。
技
術
に
強
み

が
あ
る
今
の
う
ち
に
、
民
族
系
へ
の
売

り
込
み
を
強
化
し
た
り
、
民
族
系
に
出

資
し
て
も
ら
う
、
ま
た
は
場
合
に
よ
っ

て
は
高
く
買
収
し
て
も
ら
う
な
ど
、
新

た
な
道
を
探
る
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が

増
え
て
き
ま
し
た
」

　

―
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
中
国
撤
退

と
い
う
判
断
は
？

　
「
繊
維
な
ど
労
働
集
約
型
産
業
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
移
転
も
み
ら
れ
ま
す
が
、

巨
大
市
場
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
築

か
れ
て
い
る
中
国
の
自
動
車
産
業
で
は
、

赤
字
の
度
合
い
に
も
よ
り
ま
す
が
、
撤

退
は
賢
明
な
判
断
と
は
言
い
難
い
」

　
「
電
子
機
器
産
業
で
は
す
で
に
中

国
が
世
界
の
マ
ザ
ー
工
場
化
し
て
い

ま
す
が
、
自
動
車
産
業
も
Ｒ
＆
Ｄ
拠

点
が
急
増
し
、
中
国
市
場
向
け
は
中

国
で
マ
ザ
ー
工
場
を
作
る
動
き
が
み

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
中
国
政
府
が
自

動
車
の
輸
出
促
進
に
舵
を
取
れ
ば

ア
ジ
ア
ま
た
は
世
界
に
中
国
産
自
動

車
が
輸
入
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た

意
味
で
は
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
な
ど
貿
易
投
資

協
定
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
撤
退
で

は
な
く
中
国
市
場
で
い
つ
ま
で
利
益

を
生
み
出
せ
る
か
、
そ
の
た
め
の
コ

ス
ト
や
技
術
面
で
の
競
争
力
、
管
理

者
を
含
め
た
現
地
化
、
販
売
先
の
拡

大
が
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
」

 　

日
系
部
品
、厳
し
い
局
面
に

世界の成長センター              
アジア

　
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
予
測
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
圏
の
17
年
、
18
年
の
経

済
成
長
率
は
い
ず
れ
も
５
・
７
％
。
一
方
で
欧
米
と
日
本
は
１
・
９
％
に

留
ま
り
、
ア
ジ
ア
が
世
界
経
済
の
「
成
長
セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
を
引
き
続

き
担
う
と
み
た
。
中
国
、
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
の
製

造
業
の
動
向
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を
日
本
に
引
き
込
む
ヒ
ン
ト
を

探
っ
た
。

CIMT2017会場の様子。中国国内812社、海外840社が出展した（日工会会員は46社）
（写真提供：日本工作機械工業会）
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■
工
作
機
輸
出
、
中
国
が
け
ん
引

　
「
中
国
の
製
造
業
が
、
明
ら
か
に
良
く

な
っ
て
き
て
い
る
」。
４
月
26
日
に
都
内

で
開
催
さ
れ
た
（
一
社
）
日
本
工
作
機

械
工
業
会
の
記
者
会
見
。
花
木
義
麿
会

長
（
オ
ー
ク
マ
社
長
）
は
工
作
機
械
の

中
国
向
け
輸
出
の
伸
び
と
中
国
の
市
況

に
つ
い
て
、
明
る
い
見
通
し
を
語
っ
た
。

　
日
本
メ
ー
カ
ー
の
今
年
３
月
の
工
作

機
械
の
受
注
額
（
確
報
値
）
は
全
体
で

１
４
２
７
億
円
と
過
去
３
番
目
の
高
水

準
。
う
ち
中
国
向
け
は
前
年
同
月
比
２
・

７
倍
の
３
６
７
億
円
と
大
き
く
伸
び
た
。

中
国
向
け
の
中
で
も
電
気
・
精
密
関
連

向
け
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
受
注

の
急
増
に
よ
り
、
同
３
３
３
・
８
％
増

の
１
８
３
・
６
億
円
だ
っ
た
。

　
日
本
メ
ー
カ
ー
製
の
ス
マ
ホ
向
け
工

作
機
械
は
、
ボ
デ
ィ
や
金
型
を
滑
ら
か

に
削
れ
る
面
品
位
の
高
さ
が
最
大
の
ウ

リ
。
小
規
模
の
ロ
ー
カ
ル
ス
マ
ホ
メ
ー

カ
ー
向
け
に
限
っ
て
は
中
国
・
台
湾
メ
ー

カ
ー
の
マ
シ
ン
も
多
少
売
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
日
本
工
作
機
械
工
業
会
で
は

「
日
本
の
マ
シ
ン
の
品
質
に
は
ま
だ
か
な

わ
な
い
。
日
本
か
ら
の
輸
出
拡
大
に
加

え
、
日
本
メ
ー
カ
ー
が
中
国
工
場
で
作
っ

た
日
本
品
質
に
近
い
マ
シ
ン
も
さ
ら
に

評
価
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ホ

向
け
マ
シ
ン
に
限
ら
な
い
動
向
だ
」
と

み
る
。

　
花
木
会
長
は
、「
今
年
は
為
替
環
境
も

良
く
、
会
員
企
業
で
は
『
ス
マ
ホ
向
け

の
受
注
は
夏
ご
ろ
ま
で
続
く
』
と
の
見

通
し
が
強
い
。
中
国
の
景
況
が
回
復
す

れ
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
へ
の
好
影
響
も

期
待
で
き
る
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
年

初
に
掲
げ
た
１
兆
３
５
０
０
億
円
を
上

回
る
受
注
額
が
期
待
で
き
る
の
で
は
」

と
の
予
想
も
披
露
し
た
。

■
製
造
業
が
上
昇
基
調
に

　
様
々
な
統
計
上
で
も
、
中
国
の
製
造

業
回
復
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。

　
中
国
政
府
が
４
月
17
日
に
発
表
し
た

17
年
第
１
四
半
期
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）
成
長
率
は
前
年
同
期
比
６
・

９
％
増
で
、
17
年
の
政
府
目
標
で
あ
る

６
・
５
％
前
後
を
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
中
国
国
家
統
計
局
が
発
表
し

た
17
年
３
月
に
お
け
る
中
国
製
造
業
の

「
購
買
担
当
者
景
気
指
数
」（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）

は
２
カ
月
連
続
増
加
の
５
１
・
８
％
（
Ｐ

Ｍ
Ｉ
は
製
造
業
の
景
気
動
向
を
計
る
先

行
指
標
）。
製
造
業
上
昇
基
調
の
分
岐
点

を
示
す
５
０
％
を
８
カ
月
連
続
で
超
え
、

産
業
部
門
の
回
復
の
目
覚
ま
し
さ
を
示

し
た
。

　
製
造
業
の
主
力
で
あ
る
自
動
車
産
業

も
好
調
。
16
年
の
中

国
国
内
販
売
台
数
は

前
年
比
１
３
・
７
％

増
の
２
８
０
３
万
台

ま
で
伸
び
、
今
年
も

緩
や
か
な
が
ら
も
伸

び
が
継
続
す
る
見
込

み
。
大
東
文
化
大
学

の
森
路
未
央
専
任
講

師
は
、「
電
子
機
器

産
業
が
勃
興
す
る
内

陸
部
で
は
自
動
車
を

初
め
て
購
入
す
る
人

も
多
く
、
所
得
増
加

で
需
要
層
の
拡
大
が

期
待
で
き
る
。
少
子

高
齢
社
会
と
は
い
え
、

３
０
０
０
万
台
市
↖
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